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三つの木 郷土に誇りを持ち 未来を拓く 心豊かな子どもの育成
・働き＜知＞ ～「本気」と「徹底」で強い子どもを育てる～ 合志小 HP
・勇き＜徳＞

・根き＜体＞ 【令和５年度（ＮＯ．４） 合志小学校】 令和５年７月２０日（木）文責 森田

７月７日にオープンスクールを実施しまし 私たち教職員は、毎週水曜日に、全員で研修を行ってい
た。前期前半の子どもたちの成長ぶりはいかが ます。それは、社会がめまぐるしく変化しているため、子 明日から夏休みです。子どもたちが待ちに待
だったでしょうか？ どもたちに求められる資質・能力も変わってきているから った遊びと冒険の日々です。それはそれでいい
特に１年生は、就学前教育後、学級・学校と です。目の前の子どもたちが、将来、社会の中で生きてい のですが、大事にしてほしい視点があります。

いう集団生活の中で、１～５校時までの授業を くために必要な資質・能力を育てるために、私たち教職員 昨日までに三者面談を実施いたしました。こ
しっかりとした学習規律の中で受ける練習を重 の意識や技能も変容させていかなければなりません。 れは、３学期制から２学期制に移行したことで、
ねてきました。「グー、ペタ、ピン」を合い言 その研修の主たるものが授業研究です。 より学校と児童・保護者が直接お話をして、「共
葉に姿勢良く座り、大きな声で「はいっ」と返 合志市は小中一貫教育を進めています。そこで、合志中 に育てる」という機会を持てるようになったこ
事をして、発表者の方におへそを向けて話を聞 学校区の３小１中（合志小・合志南小・南ヶ丘小・合志中） とで企画したものです。
く、そんな姿に、成長を感じられたことと思い は、下記の共通した研究主題で研修を重ねています。 面談では、学習面と生活面について、子ども
ます。 たちの頑張りやすばらしさ、そして、あと少し
子どもたちも、お家の人に観てもらえる喜び 力をつけてほしい課題等についてもお話しさせ

から、一生懸命に頑張っていたようです。 ていただきました。
今後も、授業参観等を企画して参りますので、 それは、夏休みに、学習面と生活面で、目標

ご都合がつかれる限り、子どもたちの成長・頑 を持って取り組んでいく生活を送ってほしいか
張りを観に来られてください。 らです。夏休みこそ、自立への一歩を踏み出す

今年度も全学級で、研究授業を行い、成果と課題を明ら 絶好の機会だからです。
かにしながら研修を積み重ねています。 ご家庭で取り組んでほしいことがあります。

１つ目は、学習です。前期後半からぐんぐん
伸びるために、あと少し頑張るべき内容を明ら
かにして取り組む支援をしてください。
２つ目は家庭での役割を決め、継続して行う

支援をしてください。玄関掃除でも、洗濯でも
何でもいいです。家族のために力を発揮する力
を伸ばしてください。
だらだらと過ごしたり、何でも大人にしても

らったりする夏休みでは力はつきません。ぜひ、
目標を持って学習し、家族の中での役割をやり
遂げる夏休みを過ごすことで、自立への力をつ
けてほしいものです。
自らの課題解決に計画的に取り組む力や、自

分の役割を「当たり前」にできる力を、この夏
休みを有効に使って育てていきましょう。将来
の「生きる力」そのものなのですから。
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